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第１０号
２００８年１１月２０日

１１
月
２４
日（
月
・
祝
）

１８８
殉
教
者
列
福
式
行
わ
れ
る
�

教
皇
代
理
・
ロ
ー
マ
教
皇
庁

列
聖
省
前
長
官
（F

orm
er

P
refect

of
the

C
ongrega-

tion
for

the
C
auses

of

Saints

）
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ラ
イ
バ
・

マ
ル
テ
ィ
ン
ス
枢
機
卿
（
写
真

右
）
の
司
式
で
正
午
か
ら
行
わ

れ
る
。

﹇
教
皇
代
理
略
歴
﹈

１
９
３
２
年
１
月
６
日
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
生
ま
れ
。
ク
ラ
レ
チ

ア
ン
宣
教
会
入
会
後
、

１
９
５
７
年
３
月
１６
日
司
祭
叙

階
。
１
９
８
８
年
３
月
２６
日
、

教

皇

庁

教

育

省

次

官

（T
huburnica

・
ト
ゥ
ブ
ル

ニ
カ
の
名
義
大
司
教
）
に
任
命

さ
れ
、
同
年
７
月
２
日
司
教
に

叙
階
。１
９
９
８
年
５
月
３０
日
、

前
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

に
よ
り
、
教
皇
庁
列
聖
省
長
官

に
任
命
さ
れ
た
。
２
０
０
１
年

２
月
２１
日
、
枢
機
卿
に
親
任
さ

れ
た
。２
０
０
８
年
７
月
９
日
、

列
聖
省
長
官
を
退
任
。

「証－１８８」
列福式をともに祝おう�
各地区でキリストの愛を
証しした殉教者の生き方
を学ぶ集い開催�

１０
月
１１
・
１２
日

肥
塚
神
父
（
広
島
教

区
）
を
講
師
に
地
区

合
同
黙
想
会

「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
１８７
殉
教

者
」
の
列
福
式
（
１１
月
２４
日
、

長
崎
で
）
が
近
づ
い
て
い
る
こ

の
と
き
、
広
島
教
区
司
祭
肥
塚

�
司
神
父
様
を
講
師
に
お
招
き

し
、『
日
本
の
殉
教
者
に
学
ぶ
』

の
テ
ー
マ
の
も
と
１８
時
の
ミ
サ

か
ら
合
同
黙
想
会
が
始
ま
り
、

当
日
福
音
の
「
皇
帝
の
も
の
は

皇
帝
に
、
神
の
も
の
は
神
に
返

し
な
さ
い
」
の
説
教
で
、
殉
教

者
の
身
体
と
ア
ニ
マ
（
霊
魂
）

に
つ
い
て
の
話
し
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
ミ
サ
後
、
第
一
講
話
の

前
に
加
茂
函
館
宣
司
評
会
長
よ

り
挨
拶
と
肥
塚
神
父
様
の
紹
介

が
有
り
、
お
母
様
は
長
崎
五
島

出
身
、
お
父
様
は
下
関
出
身
、

朝
は
教
会
に
行
か
な
け
れ
ば
学

校
に
行
か
せ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
等
、
話
が
あ
り
ま
し
た
。
講

話
は
、
朝
早
く
か
ら
の
長
旅
、

飛
行
機
到
着
３０
分
遅
れ
の
疲
れ

も
見
せ
ず
、
精
力
的
で
、
長
崎

の
宣
教
ド
チ
リ
ナ
キ
リ
シ
タ
ン

の
教
え
、
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア

の
組
（
慈
悲
役
）
が
定
め
ら
れ

て
い
た
等
�
言
葉
に
花
を
咲
か

せ
て
言
う
べ
き
�
宣
教
時
代
。

国
の
宗
教
政
策
と
の
ぶ
つ
か

り
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
禁
制
・
殉
教
が
は

じ
ま
っ
た
こ
と
。
約
２００
年
に
亘

る
牧
者
不
在
の
間
信
徒
の
果
た

し
た
役
割
。
宣
教
を
伝
え
て
い

く
こ
と
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
祈
り
こ
そ
力
、
私
の
教

会
、「
人
間
の
力
が
信
仰
を
さ

せ
る
の
で
は
無
く
、
神
の
力
が

働
い
て
い
る
」
と
し
、
皆
で
福

音
を
生
き
る
努
力
を
し
て
い

た
。
等
、
溢
れ
出
る
話
に
引
き

込
ま
れ
、約
１５０
人
の
参
加
者
は
、

感
動
の
中
に
一
日
目
は
終
わ
り

ま
し
た
。

二
日
目
１０：

３０
か
ら
の
ミ
サ

は
肥
塚
神
父
・
今
田
神
父
・

ロ
ー
神
父
・
当
別
修
道
院
小
山

神
父
の
共
同
ミ
サ
が
行
わ
れ
、

約
２５０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ミ
サ
に
続
き
第
二
講
話
が

行
わ
れ
、
１１
月
の
列
副
式
に
向

け「
今
、殉
教
を
生
き
る
と
は
」

の
テ
ー
マ
で
昨
夜
に
引
き
続
き

潜
伏
の
時
代
。
函
館
（
札
幌
教

区
）
で
も
１０６
人
の
殉
教
者
が
居

た
こ
と
、
１８８
殉
教
者
の
殉
教
地

の
様
子
と
主
な
殉
教
者
の
負
っ

た
役
割
が
詳
細
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
次
世
代
へ
の
継
承
、
カ
テ

キ
ス
タ
の
役
割
等
、
今
、
信
者

と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
役
割
を
強
く
心
に
留
め
、

黙
想
会
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

�
祈
り
こ
そ
力
�

地
区
宣
教
師
牧
評
議
会
研
修
部

長

中
井
高
司

カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
と

黙
想
会
で
殉
教
と
列

福
の
意
義
を
深
め
る

４０
回
を
迎
え
た
『
旭
川
地
区

カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
』

こ
こ
朔
北
の
地
の
教
会
（
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
）
に
て
も
、
１８８

人
の
列
福
を
願
う
た
め
の
祈
り

と
、
そ
の
足
跡
を
学
ぶ
べ
く
５００

人
余
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
っ

た
。
そ
の
集
い
の
中
、
８
月
１７

日
、
長
崎
２６
聖
人
記
念
館
長
の

レ
ン
ゾ
・
デ
・
ル
カ
神
父
（
イ

エ
ズ
ス
会
）
を
迎
え
て
の
講
演

と
共
同
司
式
ミ
サ
が
行
わ
れ

た
。
１２
名
の
堅
信
式
も
あ
り
盛

況
裡
に
終
わ
っ
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
『
殉
教
者

函 館

講演する肥塚神父に聞き入る参加者

旭 川
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た
ち
は
日
本
の
教
会
に
遣
わ
さ

れ
た
も
の
』。
福
者
に
挙
げ
ら

れ
ん
と
す
る
１８８
人
の
聖
者
は
、

日
本
の
教
会
の
司
教
・
司
祭
団

が
、
と
も
に
祈
り
願
い
出
た
聖

者
た
ち
で
あ
り
、
多
く
の
キ
リ

シ
タ
ン
信
徒
と
そ
の
家
族
、
な

か
に
は
名
前
す
ら
分
か
ら
ぬ
人

達
（
そ
の
妻
そ
の
子
ど
も
達
、

奉
公
人
）
も
居
た
。
彼
ら
の
そ

の
確
固
た
る
信
仰
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
培
わ
れ
た
の
か
。
秘

跡
へ
の
渇
望
か
ら
潜
伏
司
祭
達

へ
の
命
が
け
で
の
保
護
、
大
弾

圧
の
終
焉
に
彼
ら
潜
伏
司
祭
の

殉
教
が
証
明
す
る
。
現
代
の
教

会
に
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
て
い
る
の

か
、
そ
の
信
仰
を
ど
う
伝
え
活

性
化
を
は
か
れ
る
か
を
考
え

る
、
意
義
あ
る
日
と
な
っ
た
。

「
黙
想
会
を
終
え
て
」

旭
川
六
条
教
会

岩
元
光
子

去
る
９
月
２０
日
・
２１
日
、
札

幌
月
寒
教
会
主
任
司
祭
の
上
杉

昌
弘
神
父
を
お
迎
え
し
て
旭
川

地
区
の
信
徒
黙
想
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
９３
名
。

１１
月
に
ひ
か
え
た
「
ペ
ト
ロ

岐
部
と
１８７
殉
教
者
の
列
福
」
に

向
け
、
先
に
行
わ
れ
た
旭
川
地

区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
の
テ
ー

マ
か
ら
引
き
続
き
「
信
仰
の

証
」に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
え
、

祈
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

過
酷
な
迫
害
の
も
と
に
１８８
殉

教
者
の
歴
史
的
な
出
来
事
の

数
々
。
自
分
の
命
を
も
っ
て
貫

か
れ
た
そ
の
信
仰
に
は
、
４００
年

の
歳
月
を
越
え
、
尚
、
現
代
の

私
達
に
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

夜
は
殉
教
者
を
想
い
な
が

ら
、
あ
る
い
は
自
分
の
信
仰
生

活
を
顧
み
て
、
語
り
合
う
こ
と

で
分
か
ち
合
い
の
い
い
時
間
を

持
つ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

学
び
、
想
い
、
分
か
ち
合
う
、

実
り
あ
る
黙
想
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
達
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
に
と
っ
て「
信
仰
の
証
」は
、

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
日
常

の
生
活
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
思
う
も
の
で
す
。

信
徒
使
徒
職
大
会
で

殉
教
者
の
証
し
と
宣

教
に
つ
い
て
共
に
考

え
祈
っ
た

「
列
福
を
ひ
か
え
、
と
も
に

祈
る
７
週
間
」
初
日
の
１０
月
５

日
（
日
）
藤
学
園
講
堂
に
集
い

「
１８８
殉
教
者
列
福
を
祝
い
、
と

も
に
祈
る
」
―
証
し
と
宣
教
―

を
テ
ー
マ
に
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。当

日
は
、川
村
信
三
神
父（
イ

エ
ズ
ス
会
・
上
智
大
学
文
学
部

准
教
授
）
の
講
演
と
対
話
、
地

主
敏
夫
司
教
司
式
の
列
福
祈
念

ミ
サ
を
通
し
て
殉
教
者
の
証
し

と
わ
た
し
た
ち
の
宣
教
に
つ
い

て
考
え
祈
っ
た
。

川
村
神
父
は
、「
現
代
の
殉

教
感
と
殉
教
者
列
福
の
意
義
」

「
殉
教
者
を
育
む
共
同
体
」
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
１８８
人
は

殉
教
者
に
な
る
と
思
っ
て
生
き

て
は
お
ら
ず
結
果
と
し
て
神
様

の
恵
み
を
受
け
た
だ
け
で
あ

る
。
殉
教
と
は
自
力
で
出
来
な

い
も
の
で
謙
っ
て
神
様
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
に
倣
う
こ
と
を
殉
教
者
が

教
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
殉
教

者
は
、
・
神
様
（
聖
書
の
み
こ

と
ば
）
を
信
じ
ぬ
い
た
人
々
・

絶
望
し
て
い
な
か
っ
た
人
々
・

誰
も
文
句
も
言
わ
ず
感
謝
し
て

愛
を
貫
い
た
人
々
で
あ
る
と

語
っ
た
。

当
時
の
共
同
体
は
、
聖
職
者

が
介
在
し
な
い
「
こ
ん
ふ
ら
り

や
」（
信
徒
信
心
体
）
と
い
う

信
徒
団
の
形
態
で
、
残
さ
れ
て

い
る
資
料
の
写
し
を
示
し
て
、

２００
カ
所
の
共
同
体
に
２２
万
５
千

人
の
信
徒
が
い
た
の
に
対
し
４０

人
の
神
父
し
か
お
ら
ず
、
信
徒

は
常
に
秘
跡
を
授
か
れ
る
状
態

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
故
に
聖
体
と
ゆ
る
し
の
秘
跡

に
集
約
さ
れ
る
信
仰
を
育
み
、

逆
説
的
に
秘
跡
へ
の
信
仰
が
強

力
な
連
帯
意
識
を
生
ん
で
い
っ

た
。
そ
し
て
、「
さ
ん
た
ま
り

あ
の
御
組
規
則
」
が
の
こ
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
共
同
体
の
規
則

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
聖
職
者

が
不
在
で
も
共
同
体
が
成
り

立
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
と

語
っ
た
。列

福
式
に

向
け
て

「
１８８
殉
教
者
か
ら
学
ぶ
」
講

演
会
を
１０
月
２０
日
（
月
）
午
後

１
時
か
ら
北
１
条
教
会
に
て
開

催

肥
塚
�
司
神
父
（
広
島
教

区
・
平
和
の
使
徒
推
進
室
長
）

を
講
師
に
向
か
え
、
１５０
名
余
り

の
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
が
参

加
し
行
わ
れ
た
。
今
回
の
講
演

会
は
、
教
区
列
福
式
担
当
部
署

が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
殉
教
者
の
証
し
し
た

キ
リ
ス
ト
の
生
き
方
を
学
び
、

祈
り
、
現
代
で
証
す
る
一
助
と

な
れ
ば
と
考
え
計
画
し
た
。
肥

塚
神
父
は
、
日
本
で
の
キ
リ
ス

ト
教
の
歴
史
的
背
景
を
ふ
ま

え
、
日
本
司
教
団
の
考
え
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
殉
教
者
の
生

き
方
を
熱
く
語
ら
れ
た
。
参
加

者
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
ど
う
生
き
た
ら
よ
い
か
を

見
つ
め
る
良
い
機
会
で
あ
っ

た
。

黙想会後に談笑する参加者

講演会の参加者

教区

札 幌

カトリック大会の様子

楽しく講演する肥塚神父

講師の川村神父
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列
福
式
に
は
、
９
月
１５
日
現

在
で
、
約
３
万
人
が
参
加
予
定

で
す
。
式
典
は
長
時
間
に
な
り

ま
す
の
、
健
康
に
は
充
分
気
を

つ
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
式
当
日
の
緊
急
連
絡
先
」

■

救

護

本

部

０
９
５�

８
４
５�

６
２
２
２

■

大

会

本

部

０
９
５�

８
４
５�

２
１
１
１

「
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

◆
９
時
３０
分

開
場
予
定

①

で
き
る
だ
け
１１
時
ま
で

来
場
し
て
下
さ
い
。

②

参
加
証
は
身
に
つ
け
て

来
場
し
て
下
さ
い

③

席
は
参
加
証
の
紐
の
色

（
札
幌
教
区
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
・
柿
色
）
で
配
席
さ
れ

て
い
ま
す

④

救
護
本
部
、救
護
班（
グ

リ
ー
ン
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
着

用
）
を
入
場
時
に
確
認
し

て
下
さ
い

⑤

昼
食
や
、
水
分
・
栄
養

分
の
補
給
は
、
各
自
で
準

備
し
て
下
さ
い
（
水
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
場
内
で
販

売
予
定
で
す
が
、
昼
食
用

の
弁
当
は
販
売
い
た
し
ま

せ
ん
）

⑥

開
式
前
に
ト
イ
レ
等
の

所
用
は
済
ま
せ
て
下
さ
い

⑦

式
の
最
中
の
撮
影
は
、

ご
自
身
の
席
に
着
席
の
ま

ま
お
と
り
く
だ
さ
い

◆
１１
時
３０
分

１８８
殉
教
者
の
紹

介
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
放
映

◆
１２
時
００
分

式
典
開
始

①

式
典
の
最
中
は
、
非
常

時（
具
合
が
悪
く
な
っ
た
、

急
遽
ト
イ
レ
に
行
き
た
く

な
っ
た
等
）
以
外
は
席
を

立
っ
た
り
、
移
動
は
控
え

て
下
さ
い

②

気
分
が
悪
く
な
っ
た
ら

会
場
内
の
救
護
班
（
約
３０

チ
ー
ム
）
に
声
を
か
け
て

下
さ
い

◆
１５
時
００
分
頃

式
典
終
了

①

退
場
に
は
少
な
く
と
も

３０
〜
９０
分
程
度
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す

「
移
動
・
交
通
手
段
に
つ
い

て
」

①

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
下
さ
い

②

来
場
に
あ
た
り
、
通
常

よ
り
９０
分
程
度
余
裕
を

も
っ
て
行
動
し
て
下
さ
い

③

駐
車
許
可
証
は
、
車
の

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
見
え

る
位
置
に
提
示
し
て
下
さ

い
（
８
月
末
で
２１５
台
の
バ

ス
が
来
場
予
定
）

④

駐
車
場
か
ら
の
退
出
に

は
相
当
の
時
間
（
６０
〜
９０

分
程
度
）
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す

「
救
護
部
か
ら
」

①

式
典
開
始
が
１２
時
か
ら

で
す
の
で
、
特
に
、
水
分
、

栄
養
分
の
補
給
に
配
慮
し

て
下
さ
い

②

救
護
班
（
グ
リ
ー
ン
の

ブ
ル
ゾ
ン
）
は
、
医
師
・

看
護
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
構
成
し
、
会
場
内
の
各

所
（
３０
チ
ー
ム
の
予
定
）

に
配
さ
れ
ま
す
。
気
分
が

悪
い
時
に
は
声
を
か
け
て

下
さ
い

③

保
険
証
（
又
は
写
し
）

を
持
参
下
さ
い
。
治
療
中

の
疾
病
、
治
療
・
服
用
中

の
薬
（
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
）
等
が
あ
る
場
合
は
、

参
加
証
の
裏
面
に
記
入
下

さ
い

そ
の
他

①

雨
天
の
場
合
、
雨
傘
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ビ
ニ
ー

ル
コ
ー
ト
、
ポ
ン
チ
ョ
等

を
各
自
準
備
し
て
下
さ
い

②

ご
み
は
、
所
定
の
場
所

に
捨
て
る
か
、
各
自
持
ち

帰
っ
て
下
さ
い

列
福
式
前
夜
祭
の
日
程

実
行
委
員
会
は
巡
礼
指
定
教

会
と
し
て
、
浦
上
天
主
堂
・
城

山
教
会
・
大
浦
教
会
・
２６
聖
人

記
念
聖
堂
の
４
つ
の
教
会
を
選

び
ま
し
た
。
２６
聖
人
記
念
聖
堂

（
西
坂
）
は
福
者
の
殉
教
地
で

あ
り
、
城
山
教
会
は
ア
ウ
グ
ス

チ
ノ
会
が
司
牧
す
る
教
会
で
、

金
鍔
次
兵
衛
神
父
の
修
道
会
で

す
。
大
浦
教
会
と
浦
上
天
主
堂

は
長
崎
の
信
仰
の
歴
史
的
遺
産

を
継
承
す
る
教
会
で
す
。「
祈

り
の
集
い
」
は
午
後
４
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
各
巡
礼
指
定
教

会
で
行
わ
れ
ま
す
。
浦
上
天
主

堂
で
は
午
後
５
時
〜
午
後
５
時

４５
分
ま
で
列
聖
列
福
特
別
委
員

長
溝
部
司
教
様
（
高
松
教
区
）

の
司
式
で
「
前
夜
の
祈
り
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
城
山
教

会
で
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
の
関

係
者
に
よ
っ
て
「
列
福
に
対
す

る
感
謝
の
ミ
サ
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
以
下
参
照
下
さ
い
。

④「２６聖人記念聖堂」では青少年委員会の協力の下、青年たちの意向を考慮しながら集いが行われます。《殉教
者の理解を深めるため、青年たちによる「恵みの風に帆をはって」（まるちれす編纂委員会編著）の朗読を中
心とした祈りの集い、また１７：００～１７：２０ 教皇代理と共に祈る集いを計画中》

③大浦教会

テーマ：「証・１８８」
ロザリオ

祈りの集い

祈りの集い

祈りの集い

祈りの集い

祈りの集い

１６：００�１６：４５
１７：００�１７：４５
１８：００�１８：４５
１９：００�１９：４５
２０：００�２１：００

②城山教会

テーマ：「時を超え今ひびく福者の祈り」
みことばによる黙想

祈りの集い

祈りの集い

感謝のミサ

祈りの集い

祈りの集い

１６：００�１６：４０
１６：５５�１７：３５
１８：００�１９：３０
１９：３０�２０：１０
２０：２０�２１：００

①浦上教会

テーマ：「命をかけて『いのち』
を生きる」 聖体礼拝

祈りの集い

前夜の祈り

祈りの集い

祈りの集い

祈りの集い

１６：００�１６：４５
１７：００�１７：４５
１８：００�１８：４５
１９：００�１９：４５
２０：００�２１：００

住 所 ・ 連 絡 先

長崎市中町１�１３ ℡０９５�８２３�２４８４

大村市植松２�７２２�１ ℡０９５７�５２�２２５６

上 五 島 ℡０９５９�５２�８５５８

時 間

午前６時３０分

午前９時３０分

午前１０時１５分

教 会

カトリック中町教会

カトリック植松教会

カトリック青砂ケ浦教会

日

１１／２５（火）

１１／２６（水）

１１／２７（木）

列
福
式
実
行
委
員
会
か
ら

列
福
式
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
お
願
い

札幌教区
巡礼団の
ミサ日程

列
福
式
前
夜
祭
の
詳
細
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東
京
教
会
管
区
の
司
祭
研
修

大
会
が
、
１０
月
２０
日
か
ら
２２
日

ま
で
の
三
日
間
の
予
定
で
、
伊

東
市
の
ホ
テ
ル
「
エ
ク
シ
ブ
伊

豆
」
に
１２０
名
に
も
及
ぶ
大
勢
の

司
教
、
司
祭
が
、
札
幌
、
東
京
、

横
浜
、
さ
い
た
ま
、
新
潟
、
仙

台
の
六
教
区
か
ら
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
過
去

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
社
会
の
福
音
化
を

考
え
、
祈
る
」
で
し
た
。
溝
部

司
教
（
高
松
教
区
）
の
「
殉
教

者
た
ち
の
あ
か
し
か
ら
現
代
の

教
会
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
か
？
」
で
は
、
当
時
の
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
両
国

に
よ
っ
て
宣
教
区
域
が
線
引
き

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
修
道
会
同

士
の
確
執
が
、
影
を
落
と
し
て

宣
教
さ
れ
た
側
へ
の
配
慮
が
欠

け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
で
し
た
。

つ
ま
り
、
自
国
側
の
利
益
主

導
の
下
に
宣
教
が
行
な
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
殉
教
し
た
人
た
ち
は
、

そ
の
事
情
を
充
分
承
知
し
な
が

ら
も
、
信
仰
を
捨
て
る
こ
と
な

く
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
た
人
た
ち

で
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代
の
私

た
ち
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
実
と
し
て
真
摯
に
受
け

止
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。二

日
目
の
講
演
は
、
韓

国
の
カ
ン
司
教
の
「
隣
国

か
ら
見
た
日
本
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
の

始
ま
り
は
１８
世
紀
で
す
。

経
済
的
に
行
き
詰
ま
り
、
ヤ
ン

バ
ン
と
い
う
身
分
制
度
に
問
題

が
あ
る
と
感
じ
た
民
衆
が
、
そ

れ
ま
で
の
儒
教
を
中
心
と
し
た

「
忠
」「
考
」
の
教
え
に
疑
問

を
投
げ
か
け
た
頃
に
キ
リ
ス
ト

教
に
出
会
い
、
北
京
に
イ
・
ス

ン
ク
ン
と
い
う
人
物
を
派
遣
し

て
要
理
を
勉
強
し
、
洗
礼
を
受

け
、
帰
国
し
て
韓
国
に
広
め
た

こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。第

二
次
大
戦
後
に
４０
万
人

だ
っ
た
信
徒
が
、
現
在
は
４５０
万

人
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
単
に
増
え
れ
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
反

省
も
生
ま
れ
て
い
る
。

１
９
０
０
年
の
始
め
ご
ろ
は
、

植
民
地
と
な
っ
て
迫
害
、
圧
迫

が
起
こ
る
な
か
、
信
者
に
な
る

こ
と
は
、
命
が
け
の
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
現
代
の
韓
国
社

会
か
ら
は
、
昔
の
よ
う
な
命
が

け
の
信
仰
が
育
つ
土
壌
も
な

く
、
３
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い

る
殉
教
者
が
守
り
と
お
し
た
信

仰
は
、
影
も
形
も
な
い
状
況
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
養
成
内
容
の

不
足
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

６
、
７
割
の
信
者
は
、
信
仰
と

生
活
が
遊
離
し
た
人
た
ち
で
、

「
冷
淡
者
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

日
曜
日
教
会
に
は
来
る
が
、
一

歩
門
を
出
る
と
信
仰
は
忘
れ
る

信
者
が
多
い
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
占
い
に
走
る
人
が
い
る
、

堕
胎
が
日
常
的
、
離
婚
、
社
会

の
問
題
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い

る
、
弱
い
人
た
ち
の
こ
と
を
考

え
な
い
、
な
ど
な
ど
と
社
会
状

況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、信
者
、

未
信
者
と
も
結
果
は
変
わ
ら
な

い
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中

１
９
９
０
年
に
入
っ
て
信
仰
と

生
活
を
結
び
つ
け
る
運
動
が
起

こ
り
、
小
共
同
体
作
り
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
聖
職
者
と

共
に
信
徒
一
人
ひ
と
り
が
参
与

す
る
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
日
本
の
教
会
に
触
れ

て
、
信
者
の
数
は
問
題
で
は
な

い
、
真
の
信
者
が
一
人
で
も
二

人
で
も
い
れ
ば
よ
い
。教
会
は
、

基
本
的
に
交
わ
り
で
あ
る
。
日

本
の
教
会
は
、
世
界
の
教
会
と

繋
が
っ
て
お
り
、
一
人
ぼ
っ
ち

で
は
な
い
。
希
望
を
持
っ
て
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
互
い
に
歩
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
と
日
本
の
教

会
に
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

テ
オ
ド
ー
ル
神
父
の

金
祝
を
祝
う

５
月
１７
日
（
土
）
に
名
寄
教

会
で
、
１０
名
の
司
祭
を
含
め

て
、
道
外
の
福
岡
や
大
阪
か
ら

駆
け
つ
け
た
修
道
者
・
信
徒
が

約
１９０
名
集
い
、
記
念
ミ
サ
と
祝

賀
会
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

急
遽
祝
賀
会
場
を
変
更
し
た
ほ

ど
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
テ

オ
ド
ー
ル
神
父
様
の
司
祭
叙
階

金
祝
を
と
も
に
祝
っ
た
。

そ
し
て
、
テ
オ
ド
ー
ル
神
父

司
式
の
６
月
１
日
（
日
）
の
主

日
ミ
サ
を
最
後
に
、
名
寄
教
会

は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
司
祭
の
共

同
生
活
を
土
台
に
し
た
宣
教
司

牧
と
な
っ
た
。
司
祭
が
教
会
に

非
常
駐
で
、
鈴
木
主
任
司
祭
の

指
導
の
も
と
で
信
徒
共
同
体
が

中
心
と
な
っ
て
小
教
区
を
運
営

し
て
い
る
。

信
徒
の
方
々
は
、
愛
の
救
い

主
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
思
い
、

希
望
を
失
う
こ
と
な
く
、
一
人

ひ
と
り
が
キ
リ
ス
ト
の
一
部
と

な
っ
て
、
小
さ
な
僕
と
し
て
、

神
と
兄
弟
姉
妹
の
た
め
に
喜
び

を
も
っ
て
働
い
て
い
く
こ
と
を

心
に
刻
み
自
立
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
さ
に
、
１８８
殉
教
者
の

時
代
の
生
き
方
に
倣
い
、
自
主

的
な
信
仰
を
深
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

１０
回
目
の

２
０
０
９
年

国
際
デ
ー
が

行
わ
れ
る

１０
回
目
を
迎
え

た
２
０
０
９
年
国

際
デ
ー
を
振
り

返
っ
て
、
実
行
委

員
に
感
想
を
頂
き

ま
し
た

今
年
の
国
際

デ
ー
は
、
各
小
教

区
の
方
々
を
初

め
、
英
語
ミ
サ
関

係
者
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、

大
学
生
等
の
ボ
ラ
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お祝いに駆けつけた人々と一緒に

講演するのカン司教
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ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
り
、

前
日
の
９
月
２７
日
（
土
）、
の

準
備
作
業
、
２８
日
（
日
）
の
本

番
当
日
、
ま
た
、
終
了
時
の
跡

付
け
等
、
大
変
、
労
苦
を
掛
け
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

お
蔭
様
で
好
天
気
に
恵
ま
れ
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
出
店
さ
れ
た
１５
カ
国
２１
店

舗
の
各
国
の
出
店
者
自
慢
の
料

理
、
民
芸
品
等
の
販
売
の
店
舗

手
伝
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

達
と
が
意
気
投
合
し
た
こ
と
、

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
各
国
の
観

客
の
人
達
が
、
よ
り
一
層
交
流

が
深
ま
る
場
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
舞
台
上
の
エ
ン
タ
ー
テ

ィ
メ
ン
ト
と
参
加
者
の
子
供
か

ら
大
人
の
方
々
と
一
体
と
な

り
、
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
で

あ
っ
た
こ
と
に
実
行
委
員
会
と

し
て
大
変
安
心
し
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
と
し
て
、ま
だ
ま
だ
、

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
反
省
材
料
と
し

て
節
目
で
あ
る
第
１０
回
目

（
２
０
０
９
年
）
に
向
か
っ
て

努
力
し
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国

際
社
会
と
し
て
定
着
、
ま
た
、

向
上
す
る
た
め
に
は
、
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
こ
と
を
切
に
祈
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。戦

争
の
な
い
平
和
な

世
界
を
求
め
て

８
・
１５
平
和
祈
願
ミ
サ

地
主
敏
夫
司
教
は
説
教
の
中

で
、
核
爆
弾
に
は
こ
の
世
に
存

在
す
る
価
値
は
な
い
と
断
言

し
、
８
月
１５
日
は
、
聖
母
の
被

昇
天
を
祝
う
た
め
と
平
和
を
祈

願
す
る
た
め
に
ミ
サ
を
行
う
こ

と
が
、
私
た
ち
に
は
定
め
ら
れ

て
い
る
。

そ
し
て
、
説
教
の
最
後
に
、

私
た
ち
が
平
和
を
祈
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
あ
る

が
、
し
か
し
今
、
私
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
さ
ら
に

一
歩
進
ん
だ
平
和
の
た
め
に
何

か
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
働
く
人
で
あ

る
。
そ
し
て
、
働
く
人
を
手
伝

う
人
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

森
田
健
児
神
父

神
学
校
時
代
の
先
輩
か
ら
、

札
幌
の
青
年
た
ち
が
か
わ
い
そ

う
だ
と
、
参
加
を
強
く
勧
め
ら

れ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
シ
ド
ニ
ー
は
、
町

並
み
や
自
然
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

印
象
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
天
気
に
は
恵
ま
れ
、
と
り

わ
け
、
シ
ド
ニ
ー
湾
の
夕
焼
け

は
美
し
か
っ
た
で
す
。

全
国
か
ら
１００
人
近
く
の
青
年

た
ち
が
意
気
込
み
を
も
っ
て
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
わ
た

し
は
鹿
児
島
の
奄
美
大
島
や
徳

之
島
、ま
た
沖
縄
の
青
年
な
ど
、

南
国
の
青
年
た
ち
と
妙
に
親
し

く
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
同
室
も
鹿
児
島
教
区
の
司

祭
で
、
南
国
特
有
の
顔
立
ち
と

さ
っ
ぱ
り
し
た
性
格
の
持
ち
主

で
し
た
。

一
人
一
人
が
こ
の
大
会
で
信

仰
の
成
長
を
得
、
ま
た
人
と
の

つ
な
が
り
、
今
後
の
活
動
の
力

を
得
た
り
、
自
分
を
深
く
見
つ

め
た
り
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

札
幌
教
区
か
ら
参
加
し
た
４
人

の
青
年
た
ち
も
意
識
が
非
常
に

高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
神
か
ら
多

く
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た
よ
う

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
信
者
の
方

が
祈
っ
て
い
た
と
、
後
で
知
り

ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
し
つ

つ
、
今
後
の
青
年
た
ち
の
歩
み

に
期
待
し
、
ま
た
彼
ら
の
た
め

に
祈
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。池

之
上
ジ
ェ
ー
ム
ス
博

私
は
良
い
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
教

会
も
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た

り
。
お
祈
り
も
忘
れ
た
り
し
て

し
ま
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
私
は
前
回
と
今
回

の
Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
期
待
を
も
っ
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
期
待
に
は
様
々
な
人
々
に

会
え
、
楽
し
め
る
と
い
う
期
待

以
上
に
、
良
い
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
と
は
言
え
な
い
自
分
で
も
Ｗ

Ｙ
Ｄ
を
通
し
て
神
様
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い

期
待
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
中
か
ら
何
十
万
人
と
い

う
ひ
と
が
た
っ
た
一
つ
の
目
的

の
た
め
に
集
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
神
様
に
会
う
た
め
。

私
は
人
種
、
価
値
観
を
越
え

て
神
に
祈
る
人
々
、
そ
し
て
自

分
自
身
を
通
し
て
確
か
に
神
を

感
じ
ま
し
た
。

「
あ
の
方
の
手
に
釘
の
跡
を

見
、
こ
の
指
を
釘
跡
に
入
れ
て

み
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
こ
の
手

を
そ
の
わ
き
腹
に
入
れ
て
み
な

け
れ
ば
、
わ
た
し
は
決
し
て
信

じ
な
い
」

私
は
ト
マ
ス
と
同
じ
で
す
。

神
様
を
心
か
ら
信
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
信
じ
る

こ
と
が
怖
か
っ
た
と
い
え
ま

す
。
今
も
不
安
が
残
り
ま
す
。

し
か
し
、
Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
神
様
に
近
付
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

西
川

武
志

聖
霊
の
導
き
の
ま
ま
に
、
お

そ
る
お
そ
る
身
を
ゆ
だ
ね
た
結

果
、
参
加
す
る
勇
気
に
つ
な

が
っ
た
。

�
勇
気
�
わ
た
し
の
力
で
は

な
い
方
の
お
か
げ
で
今
、
生
き

ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
。
今
回

３５
歳
ま
で
と
い
う
事
で
最
年
長

の
参
加
で
し
た
。
ぎ
り
ぎ
り

セ
ー
フ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
パ
パ
様
や
司
教
様
か

ら
「
関
係
」「
一
致
」「
分
裂
し

な
い
」が
大
切
と
教
え
ら
れ
た
。

「
ペ
ト
ロ
は
岩
、
教
会
は
そ

の
岩
の
上
に
立
っ
て
決
し
て
揺

る
が
な
い
」
事
を
再
確
認
で
き

た
。
仲
間
や
神
父
様
方
に
支
え

ら
れ
、い
ろ
ん
な
人
と
交
わ
り
、

交
流
し
助
け
助
け
ら
れ
て
、
本

当
に
「
関
係
」
が
大
切
と
学
ん

だ
。若

い
人
た
ち
か
ら
「
と
に
か

く
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
」

と
い
う
事
を
学
び
、
今
後
、
次

世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

多
く
の
支
援
を
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
、
祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
、
今
回

の
出
会
い
は
大
切
に
し
、
今
後

自
分
の
醜
い
と
こ
ろ
も
全
部
抱

え
て
、
前
に
一
歩
踏
み
出
し
て

生
き
た
い
と
感
じ
た
Ｗ
Ｙ
Ｄ
で

し
た
。

�
�
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�
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�
�
��

�
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S
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）

札幌での報告会の様子
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「
得
た
も
の
」

名
和

泰
広

僕
は
３
年
前
も
Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
参

加
し
ま
し
た
。
大
会
で
の
体
験

は
と
て
も
新
鮮
な
も
の
ば
か
り

で
、
帰
国
し
た
後
の
自
分
に
大

き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
も
少
な
か
ら
ず
そ
う

い
っ
た
体
験
を
期
待
し
て
参
加

を
決
め
た
の
で
す
。
し
か
し
、

得
た
恵
み
は
前
回
と
は
ま
た
異

な
る
も
の
で
し
た
。

楽
し
く
、
刺
激
的
で
外
に
ば

か
り
目
が
向
い
た
３
年
前
と
比

べ
、
今
回
は
お
祭
り
的
な
雰
囲

気
を
楽
し
む
と
い
う
よ
り
も
温

か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
現
地

の
方
々
の
優
し
さ
が
身
に
染

み
、
内
面
的
な
洞
察
に
傾
く
時

間
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
僕
は
自
分
の
内

面
の
奥
底
ま
で
触
れ
よ
う
と
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
を
通

じ
て
の
体
験
や
黙
想
は
自
身
の

卑
小
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

弱
い
自
分
と
向
き
合
う
時
間
が

続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
故

に
人
間
が
助
け
合
い
、
愛
し
合

う
姿
を
今
は
素
直
に
肯
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
全
て
の

方
の
お
祈
り
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
Ｎ
Ｗ
Ｍ
）
全

国
会
議
行
わ
れ
る

大
町
教
会

筒
井
貴
久

全
国
各
地
の
青
年
た
ち
と
の

交
流
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
９
月
１３
日
か
ら
東
京
で
行

わ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
２３０
人
も
の
青

年
た
ち
が
集
ま
り
、
テ
ー
マ
の

中
心
で
あ
る
「
ミ
サ
」
を
共
に

考
え
、
お
互
い
の
考
え
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

分
か
ち
合
い
の
際
に
は
、「
聖

歌
隊
」「
侍
者
」「
福
音
」「
共

同
祈
願
」
な
ど
、
特
に
ミ
サ
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役

割
を
１２
の
班
に
分
け
、僕
は「
福

音
」
の
班
で
分
か
ち
合
い
を
行

い
ま
し
た
。

中
で
も
特
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
鹿
児
島
教
区
の
郡
山
司

教
様
が
同
じ
班
に
な
り
、
話
せ

た
こ
と
で
す
。自
分
に
と
っ
て
、

司
教
様
は
雲
の
上
の
よ
う
な
存

在
で
あ
り
、
話
す
こ
と
な
ど
な

い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
と
て
も
貴
重
で
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

翌
日
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

い
っ
て
も
い
い
「
手
作
り
ミ

サ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日

に
分
か
れ
た
１２
の
班
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
ミ
サ
の
中
で
行
う

と
い
う
、
あ
る
意
味
で
の
全
員

参
加
型
の
ミ
サ
で
し
た
。
あ
る

班
は
、
御
聖
体
を
手
作
り
し
、

あ
る
班
は
、
司
教
様
の
着
る
祭

服
に
刺
繍
を
施
し
、
す
ご
く
自

分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
感
じ
が

し
て
、
す
ご
く
素
敵
で
、
す
ご

く
楽
し
く
、
す
ご
く
感
動
し
ま

し
た
。

今
回
得
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の

経
験
を
今
後
の
青
年
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。次

は
京
都
で
あ
る
そ
う
な
の

で
、次
回
も
参
加
し
た
い
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
終
わ
っ
た
夜
に
、
青
年
連

絡
協
議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
参
加
だ
っ
た
の
で
、

議
論
し
て
い
る
内
容
を
全
て
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
だ
け
。
全

国
各
地
の
青
年
た
ち
が
神
様
の

下
で
、
今
後
の
青
年
た
ち
の
活

動
を
通
し
、
今
、
自
ら
に
灯
っ

て
い
る
火
を
ど
の
よ
う
に
し
て

他
の
人
た
ち
へ
灯
し
て
い
く
か

と
い
う
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
た

め
の
展
望
を
議
論
し
あ
っ
て
い

る
と
い
う
事
だ
け
は
分
か
り
ま

し
た
。
今
回
、
協
議
会
に
出
て

他
の
教
区
の
人
た
ち
と
話
し
、

学
べ
た
こ
と
を
、
今
後
の
青
年

活
動
の
中
で
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

伊
達
カ
ル
メ
ル
会
修
道

院
で
荘
厳
誓
願

１０
月
１１
日
（
土
）
午
前
１０
時

４５
分
か
ら

御
聖
体
の
マ
リ

ア
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

水
浦

ま
り
子

シ
ス
タ
ー
（
長
崎
教

区

中
町
教
会
出
身
）
の
荘
厳

誓
願
式
が
、
地
主
敏
夫
司
教
の

司
式
で
行
わ
れ
た
。

生
涯
を
神
様
と
教
会
の
た
め

に
さ
さ
げ
尽
く
す
こ
と
を
誓
う

姉
妹
を
皆
様
の
温
か
い
お
祈
り

と
励
ま
し
に
よ
っ
て
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
会
で
終

生
誓
願
と
金
祝
を
祝
う

１１
月
３
日
（
月
・
祝
）
午
後

１
時
半
か
ら
札
幌
マ
リ
ア
院
で

終
生
誓
願
と
１１
名
の
金
祝
を
祝

う
ミ
サ
が
地
主
敏
夫
司
教
の
司

式
で
行
わ
れ
た
。
聖
堂
一
杯
の

参
列
者
で
共
に
祝
っ
た
。

終
生
誓
願
者
は
Sr.
山
川
敦
子

（
北
２６
条
教
会
出
身
）。

金
祝
は
、
Sr.
山
崎
順
子
、
Sr.

加
藤
は
つ
江
、
Sr.
斎
藤
京
子
、

Sr.
加
賀
ツ
エ
、
Sr.
吉
岡
タ
イ
、

Sr.
ニ
ー
ハ
ウ
ス
・
ア
グ
ネ
ス
、

Sr.
福
井
み
つ
子
、
Sr.
丹
代
ハ
ツ

ヱ
、
Sr.
金
沢
久
子
、
Sr.
三
浦
玲

子
、
Sr.
平
沢
圭
子
の
１１
名
。

母様とSr.水浦

ＮＷＭの参加者

誓願をたてるSr.山川

金祝のシスター方とSr.山川
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北
見
地
区

カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
開
催

８
月
３１
日
（
日
）
年
間
第
２２

主
日
、
第
４３
回
カ
ト
リ
ッ
ク
大

会
が
北
見
教
会
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
お
よ
そ
１００
名
ほ
ど
の

方
々
が
参
加
。
地
区
宣
教
司
牧

評
議
会
が
決
定
し
た
「
派
遣
さ

れ
て
い
る
私
た
ち
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
５
教
会

が
こ
れ
か
ら
の
宣
教
活
動
の
新

た
な
飛
躍
の
た
め
に
集
い
ま
し

た
。
今
年
は
こ
の
テ
ー
マ
の
第

１
年
目
、
３
年
計
画
で
こ
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
く
最

初
の
年
に
苫
小
牧
地
区
長
の
ラ

イ
ヤ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
師
（
メ
リ

ノ
ー
ル
宣
教
会
管
区
長
）
を
お

招
き
し
、
み
ん
な
で
講
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

北
１１
条
教
会

１００
周
年
を
祝
う

１０
月
１３
日
（
体
育
の
日
）
１０

時
か
ら
地
主
敏
夫
司
教
の
司
式

で
記
念
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
９
０
７
年
に
キ
ノ
ル
ド

司
教
が
来
道
し
て
、
１
９
０
８

年
に
北
１５
条
東
１
丁
目
に
修
道

院
が
造
ら
れ
、
北
１１
条
教
会
の

前
身
で
あ
る
聖
堂
が
献
堂
さ
れ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
地
主

司
教
は
説
教
の
中
で
、
キ
ノ
ル

ド
司
教
に
は
大
き
く
２
つ
の
事

で
感
謝
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は

札
幌
教
区
の
基
盤
を
作
っ
て
く

れ
た
こ
と
で
、
二
つ
目
は
修
道

会
司
祭
よ
り
教
区
司
祭
を
育
て

る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
く
れ
た

こ
と
で
す
と
語
ら
れ
た
。
ミ
サ

の
最
後
に
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
司
教
や
司
祭
に
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
ミ
サ
を
終
了
し

ま
し
た
。

第
４３
回
苫
小
牧
地
区

女
性
大
会
開
催

８
月
２４
日
（
日
）
室
蘭
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
、
地
区
司
祭

４
名
と
信
徒
９１
名
が
参
加
。

指
導
司
祭
は
、
今
年
４
月
か

ら
東
室
蘭
教
会
主
任
司
祭
と
な

ら
れ
た
宋
榮
峻
神
父
で
、「
教

会
の
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
昼

食
を
は
さ
み
午
前
と
午
後
の
２

回
講
話
を
さ
れ
た
。
講
話
の
中

で
「
私
た
ち
は
、
や
わ
ら
か
い

心
と
精
神
を
持
ち
、
実
践
を
と

も
な
っ
た
信
仰
、
奉
献
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
時
間
と
労
力
、

お
金
を
神
様
に
捧
げ
る
様
に
」

と
お
話
を
さ
れ
た
。

こ
の
言
葉
を
受
け
て
１２
の
グ

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
た
分
か
ち
合

い
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を

話
合
い
、
新
し
く
決
意
を
持
っ

て
来
年
ま
た
会
う
こ
と
を
確
認

し
散
会
し
た
。
神
に
感
謝
。

初初
めめ
てて
開開
催催
ささ
れれ
たた

ババ
イイ
オオ
リリ
ンン
・・
チチ
ャャ
リリ

テテ
ィィ
ーー
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

募
っ
た
浄
財
は
、
ユ
ニ
セ
フ
を

通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
や
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
子
ど
も
達
に

９
月
２１
日
に
室
蘭
教
会
で
、

滝
川
出
身
で
パ
リ
在
住
の
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
伊
藤
光
湖
さ
ん
を

迎
え
て
、
初
め
て
の
チ
ャ
リ

テ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
伊

藤
さ
ん
の
奏
で
る
心
地
よ
い
調

べ
が
聖
堂
に
響
き
、
信
者
や
市

民
ら
約
１００
人
が
う
っ
と
り
聞
き

入
っ
た
。
バ
ッ
ハ
の
ソ
ナ
タ
で

始
ま
り
、
マ
ス
ネ
ー
の
タ
イ
ス

の
瞑
想
曲
、
自
作
の
ラ
・
ネ
ー

ジ
ュ
、
新
井
満
の
千
の
風
に

な
っ
て
な
ど
の
曲
を
、
そ
れ
ぞ

れ
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が

ら
演
奏
。
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今
回
は
カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大

司
教
区
の
主
催
の
も
と
に
、
主

と
し
て
兵
庫
県
と
大
阪
府
の
各

地
を
会
場
と
し
て
、
９
月
１３
日

〜
１５
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
テ
ー
マ
は
「
へ
だ
て
の

壁
を
越
え
て
」。

初
日
の
現
地
学
習
。

①
道
頓
堀
の
キ
リ
シ
タ
ン

②
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡

③

神
戸
の
イ
ス
ラ
ム
教
・
ユ
ダ
ヤ

教
寺
院
の
３
コ
ー
ス
に
、
今
回

参
加
し
た
３
名
は
分
か
れ
て
参

加
。コ

ー
ス
①
は
、
部
落
の
発
祥

地
と
言
わ
れ
て
い
る
難
波
を
訪

問
。
１
６
１
５
年
に
難
波
と
い

う
地
が
出
来
始
め
ま
し
た
が
、

今
は
昔
の
面
影
も
な
い
大
阪
市

の
繁
華
街
と
な
っ
た
部
落
発
祥

の
地
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
②
は
、
茨
木
教
会
に
集

合
し
、
山
道
を
キ
リ
シ
タ
ン
の

里
に
向
か
い
、
茨
木
市
立
キ
リ

シ
タ
ン
遺
跡
史
料
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
こ
の
北
摂
の
地
は

木
々
に
囲
ま
れ
た
山
里
で
、
徳

川
３００
年
に
亘
っ
て
数
家
族
が
、

千
提
寺
や
下
音
羽
の
山
中
で
、

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
生
活

し
て
、
父
子
相
伝
で
カ
ト
リ
ッ

ク
の
信
仰
を
守
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
水
士
（
洗
礼
役
）、

帳
方
（
名
簿
係
）、
教
え
方
な

ど
が
、
家
長
の
み
の
大
役
と
し

て
継
承
さ
れ
、
互
い
の
家
が
狭

い
道
で
繋
が
っ
て
お
り
、
役
人

が
山
を
登
っ
て
き
た
ら
、
互
い

に
伝
え
合
う
こ
と
で
信
仰
を
守

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
大
正
時
代
に
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
家
の
藤
波
氏
が
墓
碑

を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
北
摂
に
は
高
山

右
近
の
領
地
が
あ
り
、

１
６
１
４
年
秀
吉
の
バ
テ
レ
ン

追
放
令
に
よ
り
マ
ニ
ラ
へ
他
の

信
者
と
と
も
に
追
放
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
残
っ
た
信
者
も
縁

者
を
含
め
て
弾
圧
さ
れ
る
と
い

う
時
代
に
、
数
家
族
が
こ
の
山

里
で
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て

生
き
、
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
を
守

り
抜
い
た
こ
の
事
実
が
、
現
代

の
私
た
ち
に
教
え
て
い
る
こ
と

は
何
だ
ろ
う
か
と
自
問
し
、
自

身
の
信
仰
を
省
み
る
良
い
機
会

で
し
た
。
コ
ー
ス
③
は
、
イ
ス

ラ
ム
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
寺
院
を
訪

問
し
、
他
宗
教
の
正
義
と
平
和

思
想
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
に
関
し
一
問
一
答

の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
イ
ス

ラ
ー
ム
と
は
「
平
和
、
従
順
、

服
従
」
な
ど
の
意
味
を
も
ち
、

唯
一
神
「
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
帰

依
」
を
表
し
ま
す
。
帰
依
し
た

者
を
ム
ス
リ
ム
と
言
い
ま
す
。

子どもから感謝の花束を受けた
地主司教と司祭たち

講演する宋神父

講演者のライヤ神父と参加者
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イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー

は
唯
一
絶
対
の
神
で
、
創
造

者
・
英
明
・
公
正
・
尊
大
に
し

て
慈
悲
に
あ
ふ
れ
、
全
知
全
能

で
森
羅
万
象
を
決
定
し
、
生
・

死
・
復
活
を
司
る
存
在
で
す
。

正
義
の
基
本
は
、
ア
ッ
ラ
ー
に

平
和
が
あ
る
よ
う
に
と
祈
る
。

イ
ス
ラ
ム
で
は
１０
歳
ま
で
は
親

の
責
任
で
教
義
を
教
え
る
。
大

人
に
な
る
と
各
人
の
責
任
で
教

義
の
理
解
を
深
め
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
へ

向
い
、
ラ
ビ
か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
で

は
、
人
間
関
係
を
良
く
す
る
こ

と
で
平
和
に
暮
ら
し
、
自
分
の

宗
教
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。「
正
義
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語

で
い
う
ツ
ェ
デ
ッ
ク
（
神
の
正

義
）、
ツ
ァ
デ
ッ
ク
（
正
し
い

人
）
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
慈

善
活
動
は
同
情
か
ら
で
は
な
く

正
義
か
ら
な
さ
れ
ま
す
。
貧
し

い
人
々
の
こ
と
は
我
々
の
責
任

と
し
て
、
助
け
る
こ
と
は
正
義

を
行
う
こ
と
な
の
で
す
。

二
日
目
は
講
演
と
分
科
会
。

ミ
サ
後
に
、
ベ
リ
ス
・
メ
ル

セ
ス
宣
教
修
道
女
会
の
弘
田
し

ず
え
シ
ス
タ
ー
の
基
調
講
演

「
今
、
イ
エ
ス
の
福
音
か
ら
世

の
中
を
見
る
、
祈
る
、
行
動
す

る
」を
聞
き
強
い
感
銘
を
受
け
、

正
平
で
は
キ
リ
ス
ト
に
従
う
と

い
う
。
何
を
祈
る
の
か
。
イ
エ

ス
の
原
点
か
ら
壁
に
な
い
係
わ

り
へ
。
生
活
の
中
に
越
え
た
い

壁
が
あ
る
。
政
治
に
首
を
突
っ

込
む
な
と
い
う
こ
と
で
、
祈
る

だ
け
で
よ
い
の
か
等
の
想
い
が

廻
っ
た
。
こ
の
後
、
２１
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
議
論
を
深
め
ま

し
た
。

最
終
日
は
報
告
と
派
遣
ミ

サ
。国

際
パ
ッ
ク
ス
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
事
務
総
長
の
Ｃ
・
ウ
エ
ル

リ
ー
氏
か
ら
、
パ
ッ
ク
ス
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
の
歴
史
と
現
在
の
活

動
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
派

遣
ミ
サ
を
行
い
来
年
の
再
開
を

約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。（
大

会
の
詳
細
は
、
札
幌
地
区
正
平

の
「
Ｊ
Ｐ
通
信
」
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
）

皆皆
様様
のの
協協
力力
でで

うう
ぇぇ
るる
かか
むむ
はは
うう
すす

１１００
周周
年年

７
月
１９
日
（
土
）
午
後
５
時

か
ら
北
２６
条
教
会
で
１０
周
年
を

祝
う
会
が
開
催
。

代
表
の
マ
イ
レ
ッ
ト
神
父
ほ

か
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
方
々
や

支
援
す
る
人
々
が
集
い
、
こ
の

１０
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、

こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
っ

た
。

■
近
野
亘
師
、
井
戸
井

栄
師
の
納
骨
式
■

１０
月
１９
日
（
日
）
の
札
幌
地

区
共
同
墓
参
の
日
、
午
後
３
時

か
ら
白
石
の
共
同
墓
地
で
地
主

敏
夫
司
教
の
司
式
で
行
わ
れ
、

修
道
者
・
信
徒
約
２
０
０
人
ほ

ど
が
参
列
し
両
師
の
神
様
の
み

も
と
で
の
安
息
を
祈
っ
た
。

■
白
石
墓
地
の
聖
母
子

像
が
竣
工
し
祝
福
■

壊
さ
れ
た
聖
母
子
像
に
変

わ
っ
て
新
し
い
聖
母
子
像
が
完

成
し
、
納
骨
式
に
先
立
ち
地
主

司
教
に
よ
り
祝
福
さ
れ
た
。
こ

れ
か
ら
私
た
ち
を
見
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

◆
訃

報
◆

※
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
し
ま
す
※

◆
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会

ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
Ｌ
・
ボ
ー
ソ

レ
イ
神
父

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
リ

ノ
ー
ル
宣
教
会
本
部
で
８
月
８

日
に
帰
天
。
今
年
の
４
月
に
帰

国
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

﹇
略
歴
﹈

１
９
２
４
年
１
月
１６
日

米
国
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

プ
レ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
生

ま
れ
る

１
９
５
２
年
６
月
１４
日司

祭
叙
階

１
９
５
２
年
８
月

来
日

１
９
５
４
年
９
月
〜

１
９
７
１
年
１
月

京
都
教
区
に
て
司
牧

１
９
７
１
年
１
月
１０
日
〜

１
９
７
７
年
９
月
３０
日

メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
日
本

管
区
長

１
９
７
９
年
５
月
１
日
〜

メ
リ
ノ
ー
ル
神
学
校
神
学

生
養
成
教
育
学
部
長
、
メ
リ

ノ
ー
ル
宣
教
会
宣
教
者
養
成

講
師
等
を
歴
任

１
９
８
９
年
１０
月

再
来
日

１
９
９
０
年
２
月
１
日
か
ら

東
室
蘭
、
室
蘭
、
登
別
教

会
の
主
任
司
祭
を
歴
任

２
０
０
８
年
４
月

退
任
し
米
国
に
帰
国

２
０
０
８
年
８
月
８
日

帰
天

享
年

８４
歳

◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会

Sr.
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ナ

吉
田

百
合
子

急
性
肺
炎
の
た
め
９
月
８
日

午
後
４
時
３０
分
に
帰
天
。
札
幌

第
一
修
道
院
に
て
９
月
１０
日
葬

儀
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

﹇
略
歴
﹈

１
９
１
２
年
６
月
１
日

札
幌
生
ま
れ
る

１
９
４
０
年
１２
月
７
日

修
道
会
入
会

１
９
４
７
年
３
月
１９
日

終
生
誓
願
宣
立

２
０
０
８
年
９
月
８
日

帰
天

修
道
生
活

６８
年
３
ヶ
月

享
年

９６
歳
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ペ
ト
ロ
岐
部
と
１８７
殉
教
者
の

列
福
を
記
念
し
て
ド
ン
・
ボ
ス

コ
社
か
ら
、
写
真
入
の
歴
史
・

巡
礼
ガ
イ
ド（
１
、０
５
０
円
・

税
込
）
が
１０
月
１５
日
に
発
刊
さ

れ
た
。
殉
教
者
た
ち
が
生
き
た

歴
史
的
背
景
を
説
明
し
な
が

ら
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
証
し
し

た
殉
教
と
い
う
生
き
方
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
一
冊
で
あ
る
。

■■
編編

集集

後後

記記

■■

い
よ
い
よ
１８８
殉
教
者
の
列

福
式
が
行
わ
れ
る
。

１０
月
５
日
（
日
）
か
ら
「
列

福
式
を
ひ
か
え
、
と
も
に
祈

る
７
週
間
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

教
会
等
で
毎
週
お
祈
り
が
奉

げ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
日
本

の
教
会
で
は
司
祭
数
が
減
少

し
て
い
く
中
で
、
殉
教
者
の

証
し
に
倣
い
、「
キ
リ
ス
ト

の
愛
を
信
じ
ぬ
く
こ
と
」

「
絶
望
せ
ず
希
望
を
も
ち
続

け
る
こ
と
」「
キ
リ
ス
ト
が

愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に

愛
す
る
こ
と
」
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

（
編
集
子
）


